
第7回理事会議事録 
開催日時 

● 2020年4月21日　21:30-23:04 
参加者 

● 理事：吉永、西野、米屋、小野嶋、小野口、浦和、星野 
● 監事：松岡 

要処置事項 
● 全員​：ジャグリング検定改定における改定案の議決 
● 星野​：実行委員長の理事会立ち会いに必要な理事会細則改定案を作成し、議決を取

る 
● 吉永​：ジャグリング部設立への推薦状を作成し、議決を取る 
● 吉永、西野：​総会オンライン開催について詳細策定 

議題 
● ジャグリング検定改定における改定案の承認（浦和） 

○ 要処置事項（全員）​：後日、内容を確認し議決する 
● オンラインジャグリング検定について（浦和） 

○ オンラインでの検定受講を可能にする案 
○ 失敗なしの一発撮りという条件にして通常検定と同じ扱いをする or 
オンラインジャグリング検定は別の級の扱いをする 

○ 検定委員会に一度確認 
○ 方針について承認された 

● ジャグリング検定デモの募集（浦和） 
○ 一般公募での募集案 
○ 方針について承認された 

● 理事会でのJJF関連の議題に対する実行委員長の立ち合いの承認について（星野）（
20分） 

○ JJFが関連する議題についてJJF実行委員長が参加し、議論を行いたい 
(1)多くの情報で議論できるようにするため 
懸念点をもれなく挙げることができるように 
(2)JJFを継続的に運営できる（実行委員を確保できる）ようにするため 
・工程の後戻りを防ぐ（無駄な作業や会議を減らす） 
現状： 
①議論：実行委員会 
②審議（承認）：理事会 
③結果報告：理事→実行委員 
④③のフィードバック：理事会 
現状では、③の工程で理事から実行委員長に理事会の議題が伝えられるが、

上記の理由から簡略化したいと考えている 
○ 要処置事項（星野）​：実行委員長の理事会立ち会いに必要な理事会細則改定

案を作成し、議決を取る 
● ジャグリング部設立への推薦状について（吉永）（5分） 

○ ジャグリング協会の会員より、学生が部活を県内で初めて立ち上げるための

推薦状を出してほしいとの要望有。 
○ 要処置事項（吉永）​：ジャグリング部設立への推薦状を作成し、議決を取る 



● 総会について（吉永）（10分） 
○ コロナの影響を加味して総会はオンラインにて開催したい 

■ オンライン開催の方針で承認された 
■ 要処置事項（吉永、西野）​：詳細策定 

報告事項 
● 前期分の日本ジャグリング協会の各担当者業務報告（吉永）（15分） 

○ 業務報告を実施した 
● ジャグリング普及委員会活動報告（吉永）（5分） 

○ 7人にて推進中。下記方向性を整合 
○ 背景：ジャグリング協会においてジャグリングの普及活動促進が必要 
○ 活動目的：ジャグリングの競技人口を増やすこと 
○ ターゲット：ジャグリング未経験者 
⇒今後詳細ターゲットの精査、活動内容の案を検討 

○ SWJのWeb公開についてご相談 
JJAHPのコンテンツを増やし、ジャグリングの変遷を記録として見れるよう
にするため過去のSWJWeb公開を実施したい 

● 新審査委員候補グループ長の選出（小野嶋） 
○ 現審査委員候補グループ長の退任に伴い、新しい審査委員候補グループ長が

選出された 
次回理事会：2020年5月19日（火曜）21:30- 
 


